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～海藻と養魚と人との共生・循環・再生をめざして～



海藻栽培による水質浄化と複合エコ養殖

水質浄化 海藻栽培 富栄養 ・ 低酸素



養殖ブリ１個体に最小限必要な海藻栽培量

海藻 マコンブ ワカメ アナアオサ

水温 (℃) 23 19 28

ブリ体重 （kg) 2.0 1.8 2.6

ブリＯ２消費速度

A: （mg O2／個体／h)

879 695 1392

海藻Ｏ２最大生産速度
B: （mg O2／g  湿／h)

0.75 0.83 6.39

養殖ブリ１個体に

最小限必要な海藻栽培量

A/B: （ｋg 湿／ﾌﾞﾘ個体)

1.1 0.83 0.21



ブリ養魚場のＮ負荷の浄化に必要な海藻栽培量

海藻 マコンブ ワカメ アナアオサ

ブリ養魚場Ｎ負荷速度

A: (mg N / mf
2/ day)

290 115 522

海藻の最大Ｎ吸収速度

B: (mg N / ms
2/ day) 2.9 3.1 3.6

海藻重量当りの面積

C: （ ms 
2 / kg 湿) 0.95 1.35 19

養魚場単位面積当りに

最小限必要な海藻栽培密度

A/(B・C):（ kg 湿 / mf 2 )

１０５ ２７ 7. 6



養魚生簀周囲におけるマコンブの栽培例

栽培コンブによるブリ養魚場N負荷の浄化率
● 27 ％=  28 kg/mf2  

105 kg/mf2

４
コンブ栽培条件
●栽培層 ： ０～４ m層
●身入期 ： ２０～２３℃
●種糸長 ： １６０ ｍ =  ４ ｍ ×４０ 本

コンブの生産量

● コンブ生産量 ： ２８００ ｋｇ（18 kg/m x160m) = 1.5 kg N = 0.25 kg P 吸収



これからの複合エコ養殖に残された課題

•養魚場内外における周年海藻栽培の技術開発

•海藻や植物プランクトンのO２生産やN, P吸収速度
に応じた養魚のCO２発生やN, P負荷速度と

養殖許容量の提示

•自家汚染型から環境保全型へ漁民の意識改革
•魚類の単一養殖から魚介類の複合エコ養殖へ
免許の制度改革

•共生・循環養殖生態系の物質・エネルギー収支


